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要配慮者の避難に着目したタイムラインとは
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「要配慮者等利用施設の水害事例」

 気象庁は、早い段階からの警報級発表
 現象が始まってからの対応と混乱
 施設側との防災情報共有の課題

 気象庁は、早い段階からの警報級発表
 現象が始まってからの対応と混乱
 施設側との防災情報共有の課題

平成28年8月 台風第10号による河川はん濫災害

 経験のない大雨
 発災後の避難勧告発表
 防災情報の共有出来ず

平成21年7月 前線性豪雨による土砂災害

岩手県岩泉町
高齢者グループホーム 楽ん楽ん

出典；NHKニュース

山口県防府市
特養ホーム ライフケア高砂

筆者撮影

最近の水害の特徴、その課題

 極端な気象現象と大雨による水災害が、多発している

 広域、大規模災害は、数十年ぶり。首長も防災担当も、初めての経験。

 要配慮者利用施設の被災、情報共有や避難計画は必要
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水防法の改正、それぞれの役割
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水防法の改正 と それぞれの役割（筆者が加筆）
「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」の実現を目指し、
水防法・土砂災害防止法が平成29年6月19日に改正

①避難確保計画作成の支援

②避難確保計画の確認

③避難確保計画を作成していない 場合の指示・公表

④避難訓練実施の支援

⑤避難情報の発表

①避難確保計画の作成

②市町村長への報告

③避難訓練の実施

④利用者・従業員を守る

浸水想定区域や土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設の管理者等は、避難確
保計画の作成・避難訓練の実施が義務化

【都道府県・市区町村】の役割 【要配慮者利用施設の所有者・
管理者】の役割

①浸水リスクの評価

②河川防災情報の提供

【河川管理者】の役割

①防災気象情報の発表

②避難等に関わる支援

【気象台、連携主体】の役割

要配慮者・その支援者の命を守るそれぞれの役割（筆者）
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タイムラインとは
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１．タイムラインで、顔の見える関係を作る。

２．タイムラインで、予め役割を決めて、動く。

３．タイムラインは、首長の意思決定を支援する。

４．タイムラインで、先を見越した早めの行動が

安心・安全に。

５．タイムラインを防災チェックリストに、漏れ・抜

け・落ちの防止に

６．タイムラインに教訓を活かす

タイムラインが変える流域防災

事前防災行動計画

（タイムライン）

による連携防災

市区町

消防団

防災ボ
ラン

ティア

ライフラ
イン

企業

国土交
通省地方気

象台

県

報道

機関

住民防
災組織

民生委
員・児
童委員

消防
本部

防災は、協働と互助
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基準超過 台風の発生、襲来の可能性 情報収集 調整 調整 調整 調整 助言

120時間前 タイムラインの立上げ（基準に基づく） 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120時間前から 防災情報の収集・共有 情報収集 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 防災行動の企画立案・組織内役割の確認 計画 調整 調整 調整 調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 管内管理施設の巡視・点検 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動

120時間前～随時 住民等への定期的な防災情報の提供 行動 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動

基準超過 台風の影響あり、気象・水象現象が注意状況　意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 想定現象別の避難計画の立案・調整 計画 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 助言 助言 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 要援護者等の自主避難にかかる事前調整 指揮調整 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～36時間前 住民・利用者への避難予告 指揮調整 共有 共有 指揮 共有 共有

基準超過 気象警報または、河川はん濫の可能性 意思決定 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

水防警報発表 水防団の出動判断 指揮調整 協働 判断

48～24時間前 避難所の開設準備 指揮調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～24時間前 自主避難のよびかけ（要援護者避難の実施) 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準超過 はん濫危険水位超過、の可能性 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 協働 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準水位超過 避難情報の発表 意思決定 共有 共有 共有 行動 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～6時間前 住民の避難およびその支援 指揮調整 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動 助言 共有 共有 行動 行動 行動 行動

12～6時間前 救助・避難誘導 指揮調整 共有 共有 共有 共有 行動 行動 行動 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

基準超過 台風最接近、河川はん濫　発生 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

6時間前 垂直避難（緊急）の呼びかけ 指揮調整 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 助言 助言 助言 助言 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

6～０時間 消防・警察　退避 指揮調整 行動 行動 行動 行動 行動

行
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急

行動時刻
（何時）

防災行動事項
（何を）

役割　　（誰が）
市・区 住民防災組織 国交省 府県 民間鉄道事業者 ライフライン
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基準超過 台風の発生、襲来の可能性 情報収集 調整 調整 調整 調整 助言

120時間前 タイムラインの立上げ（基準に基づく） 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120時間前から 防災情報の収集・共有 情報収集 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 防災行動の企画立案・組織内役割の確認 計画 調整 調整 調整 調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 管内管理施設の巡視・点検 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動

120時間前～随時 住民等への定期的な防災情報の提供 行動 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動

基準超過 台風の影響あり、気象・水象現象が注意状況　意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 想定現象別の避難計画の立案・調整 計画 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 助言 助言 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 要援護者等の自主避難にかかる事前調整 指揮調整 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～36時間前 住民・利用者への避難予告 指揮調整 共有 共有 指揮 共有 共有

基準超過 気象警報または、河川はん濫の可能性 意思決定 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

水防警報発表 水防団の出動判断 指揮調整 協働 判断

48～24時間前 避難所の開設準備 指揮調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～24時間前 自主避難のよびかけ（要援護者避難の実施) 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準超過 はん濫危険水位超過、の可能性 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 協働 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準水位超過 避難情報の発表 意思決定 共有 共有 共有 行動 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～6時間前 住民の避難およびその支援 指揮調整 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動 助言 共有 共有 行動 行動 行動 行動

12～6時間前 救助・避難誘導 指揮調整 共有 共有 共有 共有 行動 行動 行動 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

基準超過 台風最接近、河川はん濫　発生 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

6時間前 垂直避難（緊急）の呼びかけ 指揮調整 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 助言 助言 助言 助言 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

6～０時間 消防・警察　退避 指揮調整 行動 行動 行動 行動 行動
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（何時）

防災行動事項
（何を）

役割　　（誰が）
市・区 住民防災組織 国交省 府県 民間鉄道事業者 ライフライン
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防災機関の横断的な連携

タイムライン を構成する ３ 要素
「何時」 ⇒ 行動時刻；台風等を対象に、上陸する時間から逆算した時間帯
「何を」 ⇒ 防災行動；事前に行う防災行動内容 （予め調整し決めておく）
「誰が」 ⇒ 防災機関や組織または個人
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タイムラインにおける要配慮者への取り組み事例
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タイムラインにおける要配慮者対応に関する項目（抜粋）

タイムラインにおける要配慮者への対応

レベル トリガー 行動内容

Lｖ１ 台風の発生 タイムライラインの立ち上げ

災害時要配慮者の
把握・確認

高齢者等の災害時要配慮者名簿の準備・確認

災害時要配慮者に関する情報収集

Lv2 台風の接近 住民避難の事前準
備・調整

避難所の開設に関す
る調整

指定福祉避難所の確認

介護施設への事前確認

自主避難に関する調
整

災害時要配慮者への呼びかけを民生委員へ依頼

介護事業所へ避難の呼びかけが予想されることを予告

自主避難開始時刻
の伝達

災害時要配慮者への
自主避難開始時刻の
伝達

災害時要配慮者への自主避難開始時刻の伝達

家族、介護支援専門員、施設等との連絡調整

避難所開設・運営 避難場所の開設準備にかかる運営者の配置

LV3 大雨警報の発表 自主避難の実施支
援

自主避難が困難な人・地域への移送支援

自主避難者の把握

タイムラインの策定、試行・本運用

平成26年1月～8月に策定、試行。平成27年度より運用開始、今年で3年運用
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日時 現象等の推移 主な要支援者への対応

９日 ００：００ 台風の発生 タイムラインの始動を10日に決定

１０日

０８：３０ タイムライン（レベル１）の始動 タイムライン始動を民生委員、介護事業所へ周知

１４：００
避難行動要支援者名簿の確認準備

自主避難困難者リストの確認

１４日

１０：００ 紀宝町へ台風の接近 福祉避難所の受け入れ状況の把握

１１：００
一人暮らし高齢者宅訪問。

ケアマネ等へ担当高齢者等の状況を聞き取り

１５：００
包括事業の確認
要支援者等に台風の備え、注意喚起の連絡

１５日

１３：００ タイムラインレベル２へ移行
民生委員へ注意喚起の呼びかけの依頼通知を行う。

民生委員に住民台帳、実態把握地図を配布。

１５：００ 民生委員による自主避難の呼びかけを実施

１５：２２ 大雨警報・洪水警報の発表 災害対策本部の設置

１７：００ 家族と福祉避難所で要支援者の移送手段の調整

１８：００ 介護保険事業所に利用者への注意喚起のＦＡＸ通知

１９：００ 福祉避難所の早期開設（開設と同時に3名が避難）

１６日
０９：００ タイムラインレベル３へ移行

地区や家族による避難支援の開始

⇒夕刻までに要支援者の避難完了

２２：００ 水位の上昇 避難勧告の発表

１７日 ０２：００ 水位の上昇（氾濫発生の恐れ） 避難指示の発表

タイムライン運用事例（平成27年7月 台風第11号）

土日を挟むため、９日（金）よ
りタイムライン始動

１４日まで要支援者名簿の
確認や状況把握などの対応
を実施

１６日朝から要支援者の避難
を開始することを決定し、高齢
者への声掛けや移送手段の
調整などの対応を実施

暗くなる前までに要支援者の
避難を完了し、深夜に河川の
水位上昇を迎える

タイムラインの運用で、安全なうちに要配慮者の避難完了を実現
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荒川下流タイムライン検討会 これまでの取り組み
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荒川下流タイムライン （要約版）
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荒川下流域タイムライン検討会（板橋区要配慮者施設）でのこれまでの議論

【対応の論点】
・浸水の恐れのある場合は休園・休校など、事前の対応が必要。
・浸水域に居住する利用者への対応を考えなければならない。

【検討事項】
・利用者への連絡のため、休園・休校は前日までに判断が必要。
・浸水エリア内外から移送手段の手配や調整が必要。

通所型の施設等で出された主な意見

【対応の論点】
・発災前に、入所者を災害拠点病院等の安全な施設に移送。

【検討事項】
・移送時間を考え、24時間前には避難を判断し実行。
・移送手段について予め検討が必要である。

入所型の施設等で出された主な意見
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荒川下流 要援護者利用施設の避難に着目した
タイムライン策定のポイント
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タイムライン
（ＴＬ）ステージ

主な行動 （イメージ）

区役所 要配慮者利用施設

台風発生
（ﾀｲﾑﾗｲﾝステージ０）

○台風発生の確認
○ＴＬ始動時期の調整

○状況の共有

直撃が予想
（ﾀｲﾑﾗｲﾝステージ１）

○ＴＬ始動の判断・発表
○台風への防災対応計画

○ＴＬステージの共有
○利用者対応の検討
○避難安全確保の確認

台風上陸
２～３日前

（ﾀｲﾑﾗｲﾝステージ２）

○ＴＬ運用に関する内部会議
○洪水体制の調整
○要配慮者利用施設との共有

○施設内の点検
○利用者への周知案内
○連絡調整方法の確認
○浸水リスクの内部共有

台風上陸 １日前
暴風警報発表

（ﾀｲﾑﾗｲﾝステージ３）

○ＴＬ連携調整会議
○避難場所の開設・運営
○避難準備情報等の発表
○要配慮者利用施設への周知

○休所等の判断
○利用者との連絡調整
○利用者の安全確保
○水平避難

台風接近・上陸
危険水位超過

（ﾀｲﾑﾗｲﾝステージ４）

○情報共有
○避難勧告・避難指示の発表
○避難場所の開設・運営

○休所など
○利用者の安全確保
○水平避難

台風最接近・上陸
はん濫発生

（ﾀｲﾑﾗｲﾝステージ５）

○避難指示（緊急）の発表 ○緊急避難

北緯20°

北緯30°

北緯43°

台風発生
（レベル０）

台風上陸 1日前
（レベル３）

台風接近
（レベル４）

台風上陸
（レベル５）

板橋区

台風上陸 ２～３日前
（レベル２）

当地域へ接近が予想

（レベル１）

台風性水害タイムラインの運用イメージ
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策定のポイント

② 要配慮者利用施設・区・関係機関の連携強化

・防災情報等の共有内容と方法の調整・確認

・避難に関する受け入れ先の確保とその事前調整

・安全な避難支援のための各主体との調整

・要配慮者利用施設の避難に着目した荒川下流はん濫による水防災タイムラインを構築・試行・運用

③ 「要配慮者利用施設の避難確保計画」の作成支援

・要援護者利用施設としての意思決定と支援体制の強化

・休園・休所の判断に活用する情報の設定

・浸水域内の保育所や幼稚園等で必要な行動

① 荒川はん濫から利用者や従業員の命を守る

・はん濫によるリスクを参加主体が理解

・利用施設や各防災機関、部局の役割・行動の明確化・共有化

・利用施設の避難支援体制
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オーケストラのように、さまざまな演奏者（防災機関）が、
同じ譜面（タイムライン）で、指揮者（意思決定者）のもと

、美しい演奏（防災行動）が出来れば、

命を守ることに繋がる。
@Matsuo

タイムライン防災は、「オーケストラ」
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